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１．

は
じ
め
に

近
年
、
人
、
物
、
資
本
の
国
境
を
越

え
た
移
動
が
盛
ん
と
な
り
、
事
業
活
動

（
企
業
の
み
な
ら
ず
個
人
事
業
を
含
む
）

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
急
速
に
進
ん
で
い

る
。
か
つ
て
は
国
際
化
と
い
え
ば
多
国

籍
化
し
た
巨
大
企
業
が
中
心
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
頃
は
大
企
業
へ
の
部
品
提
供

も
国
際
的
な
価
格
競
争
の
観
点
か
ら
日

本
国
内
の
下
請
企
業
だ
け
で
な
く
、
現

地
調
達
が
多
く
な
り
、
国
内
の
下
請
企

業
も
供
給
先
の
大
企
業
と
共
に
海
外
に

行
く
の
で
な
け
れ
ば
国
内
だ
け
で
は
存

続
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
に
至
っ

た
（
東
大
阪
市
は
下
請
の
工
場
が
多
い

こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
最
近
存
続

す
る
の
は
そ
の
約
３
分
の
１
で
そ
の
他

は
海
外
進
出
し
た
か
、
さ
も
な
く
ば
閉

鎖
ま
た
は
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
（
注
１
））。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
製
造
業
だ
け
で

は
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
等
の

サ
ー
ビ
ス
業
の
海
外
進
出
も
盛
ん
に
な

っ
て
お
り
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
事
業
活
動

は
業
種
を
問
わ
ず
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

（
日
本
か
ら
外
国
へ
）
の
み
な
ら
ず
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
か
ら
日
本
へ
）
も

増
え
つ
つ
あ
り
、
今
後
の
国
際
的
な
経

済
紛
争
は
大
企
業
間
の
み
で
な
く
中
小

企
業
間
で
も
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

２．

国
際
経
済
紛
争
の
解
決
に
は

仲
裁
が
必
要

国
内
紛
争
の
解
決
に
は
裁
判
、調
停
、

示
談
等
の
紛
争
解
決
手
続
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
国
の
当
事
者
（
法
人
、

個
人
）
の
紛
争
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
方

法
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
国
際
経
済

紛
争
と
な
る
と
、
当
事
者
の
国
籍
、
法

律
、
使
用
言
語
、
文
化
等
の
差
異
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
方
の
当
事
者
の
国
の

裁
判
所
で
、
そ
の
国
の
特
別
公
務
員
で

あ
る
裁
判
官
に
紛
争
を
解
決
し
て
も
ら

う
と
い
う
の
は
、
中
立
性
に
懸
念
が
生

じ
る
う
え
、
使
用
言
語
は
一
方
の
当
事

者
の
公
用
語
で
あ
り
、
そ
の
国
の
裁
判

所
に
提
出
す
る
文
書
等
は
そ
の
公
用
語

に
翻
訳
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
時
間
と
費
用

が
非
常
に
高
く
つ
く
こ
と
に
な
る
。

近
時
の
経
済
紛
争
で
は
私
企
業
間
の

紛
争
だ
け
で
な
く
国
ま
た
は
国
営
企
業

と
私
企
業
と
の
紛
争
も
あ
り
う
る
。
投

資
紛
争
等
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら

国
ま
た
は
国
営
企
業
を
相
手
と
し
て
自

国
の
裁
判
所
に
裁
判
を
提
起
す
る
こ
と

は
主
権
免
除
の
原
則
（
国
家
は
そ
の
同

意
な
く
し
て
被
告
と
し
て
外
国
の
裁
判

管
轄
権
に
服
す
る
こ
と
は
免
れ
る
こ
と

を
い
う
）
か
ら
難
し
く
、
国
際
経
済
紛

争
で
は
仲
裁
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

国
際
仲
裁
で
は
私
的
自
治
が
尊
重
さ

れ
、
私
的
な
裁
判
官
で
あ
る
仲
裁
人
は

当
事
者
の
合
意
で
選
任
さ
れ
、
仲
裁
地

や
仲
裁
法
・
規
則
、
使
用
言
語
も
当
事

者
の
合
意
に
よ
り
決
め
る
こ
と
が
出
来

る
。
し
か
も
裁
判
は
三
審
制
の
場
合
が

多
い
が
、
仲
裁
は
一
審
制
で
あ
り
よ
り

早
く
解
決
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

仲
裁
判
断
の
執
行
は
約
１
４
６
か
国

が
加
盟
し
て
い
る
１
９
５
８
年
の
「
外

国
仲
裁
判
断
の
承
認
及
び
執
行
に
関
す

る
条
約
」（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
）
で

執
行
が
確
保
さ
れ
て
い
る
（
多
く
の
場

合
は
仲
裁
判
断
が
尊
重
さ
れ
、
そ
れ
に

従
っ
て
任
意
履
行
さ
れ
て
い
る
）。
こ

の
よ
う
に
国
際
経
済
取
引
は
、
そ
れ
に

伴
う
紛
争
を
国
際
仲
裁
の
よ
う
な
合
理

的
な
手
段
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
時
代
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
含
む
多
数
の
自

由
貿
易
協
定
が
締
結
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

条
約
の
中
に
は
こ
れ
ら
の
条
約
に
関
連

す
る
紛
争
は
国
際
仲
裁
で
解
決
す
る
と

い
う
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て

国
際
紛
争
の
解
決
に
は
今
後
ま
す
ま
す

仲
裁
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
（
注

２
）。

３．

日
本
の
国
際
経
済
紛
争
解
決

手
段日

本
は
経
済
大
国
と
言
わ
れ
て
い

る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
か
つ

て
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
世
界
で
第
２
位

で
あ
っ
た
が
、
現
在
（
２
０
１
４
年
）

で
も
中
国
に
は
抜
か
れ
た
も
の
の
第
３

位
で
あ
る
。
ま
た
貿
易
額
（
輸
出
と
輸

入
の
合
計
）
で
み
て
も
日
本
は
世
界
で

第
４
位
（
２
０
１
５
年
）
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
国
際
紛
争
の
解
決
手

段
に
関
し
て
は
日
本
は
著
し
く
遅
れ
て

い
る
。
訴
訟
に
関
し
て
は
日
本
の
裁
判

所
で
は
当
事
者
の
如
何
を
問
わ
ず
（
当

事
者
双
方
が
外
国
人
ま
た
は
外
国
企
業

で
あ
っ
て
も
）
使
用
言
語
は
日
本
語
の

み
で
あ
る
の
で
（
日
本
語
を
公
用
語
と

す
る
の
は
世
界
中
で
日
本
の
み
で
あ

る
）、
国
際
訴
訟
に
関
す
る
資
料
を
証

拠
と
し
て
出
そ
う
と
す
れ
ば
膨
大
な
資

料
を
日
本
語
に
翻
訳
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

費
用
と
時
間
が
か
か
る
た
め
に
当
事
者

か
ら
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

国
際
仲
裁
は
前
記
の
と
お
り
国
際
経

済
紛
争
に
関
し
て
は
訴
訟
よ
り
長
所
が
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多
く
、
特
に
中
立
的
で
あ
り
、
手
続
き

も
当
事
者
の
合
意
で
柔
軟
に
対
応
で
き

る
の
で
諸
外
国
で
は
多
用
さ
れ
て
い
る

が
、
日
本
で
実
施
さ
れ
て
い
る
仲
裁
件

数
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
（
２
０
０
５
年

〜
２
０
１
４
年
の
10
年
間
を
み
て
も
年

間
11
件
〜
27
件
に
す
ぎ
な
い
）。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
は
日
本
が
関

係
す
る
大
部
分
の
国
際
経
済
紛
争
は
日

本
以
外
の
国
、
機
関
で
解
決
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ

ば
、
日
本
の
紛
争
解
決
手
段
は
、
国
際

紛
争
に
関
し
て
は
、
そ
の
国
力
に
相
応

し
い
機
関
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

４．

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
近

の
動
き

こ
の
よ
う
な
日
本
の
現
状
に
反
し
、

東
南
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
お
い
て
は
、
自

国
を
国
際
経
済
紛
争
の
解
決
セ
ン
タ
ー

に
し
よ
う
と
の
目
的
で
、
官
民
あ
げ
て

の
経
済
的
支
援
の
下
で
自
国
の
国
際
仲

裁
活
性
化
の
た
め
の
様
々
な
努
力
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
最
近
東
南

ア
ジ
ア
が
世
界
の
中
で
最
も
活
気
を
お

び
た
経
済
市
場
と
な
る
に
つ
れ
て
特
に

強
く
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
代
表
的
な

国
・
地
域
に
つ
い
て
紹
介
す
る
（
注

３
）。

（
１
）
香
港

香
港
に
お
け
る
中
心
的
な
仲
裁
機
関

で
あ
る
香
港
国
際
仲
裁
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ

Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ：

T
h
e H

o
n
g K

o
n
g In

 -

tern
atio

n
al A

rb
itratio

n
 C

en
tre

）

は
、
ア
ジ
ア
の
国
際
紛
争
解
決
の
中
心

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
香
港
政
庁

及
び
実
業
界
か
ら
の
経
済
的
支
援
の
下

に
１
９
８
５
年
に
香
港
島
の
一
等
地
の

ビ
ル
で
あ
るE

xch
an

ge S
q
u
are

に

設
立
さ
れ
た
独
立
の
非
営
利
法
人
で
あ

る
。香

港
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
更
に
充
実
さ
せ
る

た
め
に
、
２
０
１
７
年
に
は
、
香
港
政

庁
に
よ
り
、Ｈ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｃ
の
み
な
ら
ず
、

各
国
の
仲
裁
機
関
や
仲
裁
実
務
家
の
法

律
事
務
所
も
入
居
で
き
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
注

４
）。

（
２
）
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

１
９
９
０
年
３
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

政
府
の
出
資
に
よ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
貿
易
・
経
済
取
引
に
関
係
す
る
紛
争

の
仲
裁
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
た

の
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
仲
裁
セ
ン
タ

ー
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ：

S
in

gap
o
re In

ter -

n
atio

n
al A

rb
itratio

n
 C

en
tres

）
で

あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

世
界
の
ハ
ブ
と
発
展
さ
せ
、
経
済
の
牽

引
力
を
高
め
、
法
曹
界
の
活
性
化
を
図

り
、
国
際
社
会
に
お
け
る
そ
の
地
位
を

高
め
る
た
め
に
、
ア
ジ
ア
の
国
際
紛
争

解
決
セ
ン
タ
ー
に
す
る
と
い
う
構
想
が

あ
る
。

こ
れ
を
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
２

０
０
９
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
は
チ

ャ
ン
ギ
国
際
空
港
か
ら
車
で
25
分
の
立

地
に
、
世
界
初
の
複
合
型
紛
争
解
決
施

設M
a
xw

ell C
h
a
m

b
ers

を
開
設
し

た
。
同
施
設
内
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
や
Ａ
Ａ
Ａ

｜
Ｉ
Ｃ
Ｄ
Ｒ
な
ど
の
欧
米
の
主
要
仲

裁
機
関
や
仲
裁
専
門
の
法
律
事
務
所
の

オ
フ
ィ
ス
が
あ
り
、
複
数
の
レ
ス
ト
ラ

ン
も
完
備
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）。

（
３
）
韓
国

大
韓
商
事
仲
裁
院
（
Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｂ：

T
h
e K

o
rean

 C
o
m

m
ersial A

rb
i -

tratio
n
 B

o
ard

）
は
韓
国
唯
一
の
仲

裁
機
関
で
あ
る
が
、
そ
の
前
身
は
１
９

６
６
年
に
仲
裁
法
の
制
定
と
共
に
設
立

さ
れ
た
が
当
時
は
商
工
会
議
所
の
付
設

の
委
員
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の

後
２
回
の
組
織
変
更
を
経
て
１
９
８
０

年
に
現
在
の
名
称
に
改
め
ら
れ
た
。

当
時
の
韓
国
の
仲
裁
は
訴
訟
類
似
の

手
続
き
で
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
は
か
け
離
れ
て
い
た
の
で
度
々
の
改

正
に
よ
り
、
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
に
近
づ
け
る
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
。

２
０
１
３
年
に
は
韓
国
弁
護
士
会
、

Ｋ
Ｃ
Ａ
Ｂ
、
ソ
ウ
ル
市
及
び
韓
国
政
府

の
支
援
に
よ
り
「
ソ
ウ
ル
国
際
紛
争
解

決
セ
ン
タ
ー
」（「
ソ
ウ
ル
Ｉ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
」

S
e
o
u
l In

te
rn

a
tio

n
a
l D

isp
u
te

R
eso

lu
tio

n
 C

en
tre

）
が
設
立
さ
れ

た
（
注
６
）。

（
４
）
マ
レ
ー
シ
ア

マ
レ
ー
シ
ア
の
仲
裁
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
仲
裁
地
域
セ

ン
タ
ー
」（
Ｋ
Ｌ
Ｒ
Ｃ
Ａ：

T
h
e R

e -

gio
n
al C

en
tre fo

r A
rb

itratio
n
 at

K
u
ala L

u
m

p
u
r

）
は
１
９
７
８
年
に

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
援
助
の
下
に
設
立

さ
れ
た
。

２
０
１
４
年
に
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
駅
前
に
元
シ
ャ
リ
ア（
イ
ス
ラ
ム
法
）

裁
判
所
の
建
物
を
全
面
改
装
し
た
紛
争

解
決
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
た
（
費
用

は
政
府
負
担
）。
19
の
審
問
室
と
22
の

準
備
室
が
あ
り
、
同
施
設
内
に
は
Ｐ
Ｃ

Ａ
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
ｒ
ｂ
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
専
門
と

す
る
法
律
事
務
所
な
ど
の
オ
フ
ィ
ス
が

あ
る
（
注
７
）。

（
５
）
イ
ン
ド

イ
ン
ド
に
は
１
９
６
５
年
に
設
立
さ

れ
た
イ
ン
ド
仲
裁
協
議
会
（In

d
ian

C
o
u
n
cil o

f A
rb

itratio
n

）
が
あ
り
、

仲
裁
手
続
の
管
理
の
ほ
か
仲
裁
・
調
停

の
た
め
の
施
設
の
提
供
等
を
行
っ
て
い

た
が
、
２
０
０
８
年
に
は
世
界
銀
行
の

資
金
で
裁
判
外
紛
争
解
決
の
た
め
の
国

際
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｒ：

In
ter -

n
atio

n
al C

en
tre fo

r A
ltern

ative

D
isp

u
te R

eso
lu

tio
n

）
が
デ
リ
ー
に

設
立
さ
れ
、
国
際
経
済
紛
争
の
解
決
の

た
め
の
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
（
注
８
）。

し
か
し
な
が
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
国
際
経
済
紛
争
の
解
決
セ
ン
タ
ー
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と
し
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
中
心
と
な

り
つ
つ
あ
り
、
イ
ン
ド
の
多
数
の
事
件

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
で
解
決

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
に
至
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
か
か
る
現
状
か
ら
イ
ン
ド
を

ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
経
済
紛
争
解
決

の
一
大
拠
点
と
す
べ
く
２
０
１
６
年
ム

ン
バ
イ
に
「
ム
ン
バ
イ
国
際
仲
裁
セ
ン

タ
ー
」（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ：

M
u
m

b
ai C

en
 -

tre fo
r In

tern
atio

n
al A

rb
itratio

n

）

が
設
立
さ
れ
た
。
資
金
は
主
と
し
て
私

企
業
か
ら
の
寄
付
に
よ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
（
注
９
）。

イ
ン
ド
政
府
は
現
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
ロ
ン
ド
ン
へ
行
っ
て
い
る
仲
裁
事
件

を
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
解
決
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
莫
大
な
経
済
効
果
が
見
込
ま
れ
る
と

み
て
い
る
（
注
10
）。
現
状
で
は
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
）
の
国
際
仲
裁
事

件
数
の
約
25
％
が
イ
ン
ド
の
当
事
者
が

関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
を
Ｍ
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
解
決
す
る
こ
と

を
企
図
し
て
い
る
（
注
11
）。

（
６
）
日
本

わ
が
国
に
は
古
く
か
ら
海
運
業
者
の

た
め
の
仲
裁
業
務
が
日
本
海
運
集
会
所

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
際
商
事
紛
争

解
決
の
た
め
の
国
際
仲
裁
機
関
と
し
て

は
一
般
社
団
法
人
日
本
商
事
仲
裁
協
会

（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ａ

：
T
h
e Ja

p
a
n
 C

o
m

 -

m
ercial A

rb
itratio

n
 A

sso
ciatio

n

）

が
あ
る
。

同
協
会
は
１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年

に
日
本
商
工
会
議
所
の
国
際
商
事
仲
裁

委
員
会
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後
１
９

５
３
年
（
昭
和
28
年
）
に
独
立
し
て
社

団
法
人
国
際
商
事
仲
裁
協
会
に
改
組
さ

れ
、
さ
ら
に
２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）

に
は
名
称
を
社
団
法
人
日
本
商
事
仲
裁

協
会
に
変
更
し
、
２
０
０
９
年
（
平
成

21
年
）
４
月
１
日
か
ら
社
団
法
人
か
ら

一
般
社
団
法
人
に
改
組
さ
れ
て
い
る
。

主
な
事
業
は
、
仲
裁
・
Ａ
Ｄ
Ｒ
、
広

報
・
セ
ミ
ナ
ー
、
Ａ
Ｔ
Ａ
カ
ル
ネ
・
Ｓ

Ｃ
Ｃ
カ
ル
ネ
で
あ
る
（
注
12
・
13
）。

し
か
し
な
が
ら
既
述
の
と
お
り
国
際

仲
裁
事
件
数
は
最
近
10
年
間
で
年
間
11

件
〜
27
件
に
す
ぎ
ず
、
諸
外
国
と
事
件

数
を
単
純
に
比
較
し
て
も
著
し
く
少
な

い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
前
記
国
際
仲
裁

の
活
発
な
国
と
の
経
済
力
の
差
を
考
慮

す
れ
ば
、
日
本
の
国
際
紛
争
解
決
機
関

と
し
て
充
分
と
言
え
る
数
で
は
な
い
。

現
状
で
は
日
本
企
業
と
そ
の
関
係
先

外
国
企
業
と
の
国
際
経
済
紛
争
の
ほ
と

ん
ど
が
日
本
以
外
の
国
際
紛
争
解
決
機

関
等
で
解
決
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ａ
の
事
務
所
は
い
ず
れ
も
小

さ
な
賃
借
事
務
所
で
あ
り
、仲
裁
法
廷
、
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同
時
通
訳
ブ
ー
ス
等
諸
外
国
に
完
備
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
設
備
は
全
く
な
い
。

し
か
も
公
的
な
財
政
的
援
助
は
な
く
、

事
務
所
の
維
持
費
用
は
主
と
し
て
カ
ル

ネ
事
業
か
ら
の
収
入
で
ま
か
な
わ
れ
て

お
り
、
仲
裁
事
件
等
の
管
理
費
用
は
ご

く
一
部
で
あ
る
。
最
近
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
比
較
す
る
と
日
本
は
著
し
く
遅
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

５．

急
が
れ
る
日
本
の
イ
ン
フ
ラ

整
備戦

後
日
本
の
産
業
が
急
速
に
発
展
し

た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
護
送
船
団
方
式
」

と
い
わ
れ
る
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
産

業
振
興
策
が
功
を
奏
し
た
か
ら
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

ジ
ェ
ト
ロ
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
等
の
外

郭
団
体
が
世
界
各
国
の
必
要
な
情
報
を

収
集
し
、
そ
れ
を
必
要
な
企
業
に
提
供

し
た
り
、
連
携
先
の
紹
介
等
現
地
で
の

様
々
な
支
援
を
提
供
し
た
こ
と
な
ど
が

そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
来
は
司
法
分
野

に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
法
的
紛
争
の

解
決
は
政
府
の
産
業
振
興
支
援
の
主
た

る
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
日
本
企
業
が
力
を
つ
け
輸
出
が

輸
入
を
大
幅
に
上
回
る
頃
に
な
る
と
、

日
本
企
業
に
対
す
る
攻
撃
が
増
え
、
多

く
の
日
本
企
業
が
外
国
の
取
引
先
と
の

紛
争
で
苦
労
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

１
９
７
０
年
〜
１
９
８
０
年
代
に
お

い
て
は
海
外
進
出
を
し
て
い
た
の
は
主

と
し
て
巨
大
企
業
で
あ
り
、
か
か
る
場

合
に
は
社
内
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
語
学
が

で
き
法
学
部
出
身
の
優
秀
な
社
員
が
い

た
こ
と
か
ら
、
内
外
の
法
律
事
務
所
の

協
力
を
得
て
海
外
で
の
訴
訟
、
仲
裁
案

件
等
の
処
理
が
さ
れ
て
き
た
。

欧
米
で
は
国
際
経
済
取
引
で
重
要
な

の
は
そ
の
紛
争
解
決
方
法
が
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
日
本
の

企
業
に
と
っ
て
日
本
の
国
際
経
済
紛
争

解
決
の
た
め
の
仲
裁
機
関
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

特
に
中
小
企
業
の
場
合
は
社
内
の
法
務

ス
タ
ッ
フ
も
充
分
と
は
言
え
ず
、
海
外

で
の
活
動
経
験
も
限
ら
れ
て
い
る
。

今
後
当
事
者
と
な
る
日
本
企
業
も
大

企
業
に
限
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
国
際
仲

裁
機
関
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
依
存
す
る
程

度
も
よ
り
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

６．

日
本
に
お
け
る
国
際
仲
裁
活

性
化
の
試
み

日
本
に
お
け
る
国
際
仲
裁
活
性
化
へ

の
動
き
は
外
国
弁
護
士
問
題
と
の
関
係

で
外
圧
に
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
日
本
は
１
９
８
６
年
（
昭

和
61
年
）
に
い
わ
ゆ
る
外
弁
法
（
注
14
）

を
制
定
し
て
、
外
国
弁
護
士
も
弁
護
士

会
に
登
録
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
に

な
れ
ば
一
定
の
範
囲
で
（
原
資
格
国
法

と
指
定
法
に
関
し
て
）
日
本
国
内
で
業

と
し
て
法
律
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
仲
裁
判
断
は
確
定

判
決
と
同
じ
効
力
を
有
す
る
も
の
で
あ

る
の
で
、
当
初
の
外
弁
法
で
は
外
国
弁

護
士
は
日
本
国
内
の
仲
裁
事
件
で
代
理

人
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
欧
米
か
ら
強
い
圧
力
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
、
一
時
は
米
の
自
由
化
と
外

弁
問
題
が
日
本
外
交
の
重
大
な
争
点
と

な
る
に
至
っ
た
。

ま
た
、
日
本
の
仲
裁
に
関
与
し
代
理

人
に
な
れ
な
か
っ
た
外
国
弁
護
士
か
ら

も
日
本
の
仲
裁
が
活
性
化
さ
れ
な
い
の

は
外
国
弁
護
士
の
取
り
扱
え
る
業
務
範

囲
か
ら
仲
裁
代
理
が
除
外
さ
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
い
う
趣
旨
の
論
文
も
公
表
さ

れ
た
り
し
た
（
注
15
）。

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
日
弁
連
と

法
務
省
は
１
９
９
４
年
（
平
成
６
年
）

６
月
か
ら
「
国
際
仲
裁
代
理
研
究
会
」

を
共
催
し
た
（
注
16
）。
そ
の
後
同
研
究

会
は
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
仲
裁
制
度
を
調
査
し
、

参
考
と
し
た
う
え
で
１
９
９
５
年
（
平

成
７
年
）
10
月
25
日
に
報
告
書
を
公
表

し
、
以
下
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
。

「
我
が
国
の
国
際
仲
裁
を
活
性
化

し
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
国
際
仲

裁
手
続
に
お
い
て
は
、
外
国
弁
護
士

が
当
事
者
を
代
理
す
る
こ
と
及
び
外

国
法
事
務
弁
護
士
に
つ
い
て
も
原
資

格
国
法
ま
た
は
指
定
法
に
よ
る
制
限

な
く
当
事
者
を
代
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
法
律
上
明
定
す
べ
き
で
あ

る
。
な
お
、
我
が
国
に
お
け
る
国
際

仲
裁
を
活
性
化
し
、
充
実
さ
せ
て
、

よ
り
高
次
の
段
階
に
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
国
際
仲
裁
法
制
の
整
備
、

国
際
仲
裁
に
関
す
る
紛
争
解
決
を
一

層
充
実
さ
せ
る
た
め
の
施
策
等
を
含

め
、
国
際
仲
裁
制
度
の
整
備
に
関
す

る
検
討
が
、
関
係
機
関
、
団
体
等
に

よ
っ
て
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で

あ
る
。」（
注
17
）

こ
の
提
言
の
前
段
の
外
国
弁
護
士
の

活
動
に
関
し
て
は
、
日
本
は
１
９
９
６

年
（
平
成
８
年
）
６
月
12
日
に
外
弁
法

を
改
正
し
、
日
本
に
登
録
し
た
外
国
法

事
務
弁
護
士
は
日
本
国
内
で
行
わ
れ
る

国
際
仲
裁
手
続
の
当
事
者
の
代
理
人
と

な
り
う
る
こ
と
（
注
18
）、
日
本
に
登
録

し
て
い
な
い
外
国
弁
護
士
も
自
国
の
依

頼
者
が
日
本
に
お
け
る
国
際
仲
裁
の
当

事
者
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
準
拠
法
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
当
事
者
を
代
理
で

き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
注
19
）。

ま
た
、
提
言
の
後
段
の
国
際
仲
裁
法

制
の
整
備
に
関
し
て
は
、
１
９
９
７
年

（
平
成
９
年
）
12
月
に
日
弁
連
と
法
務

省
の
共
催
の
下
に
、「
国
際
仲
裁
研
究

会
」
が
設
置
さ
れ
た
（
注
20
）。
こ
の
研

究
会
に
お
い
て
も
香
港
の
Ｈ
Ｋ
Ｉ
Ａ

Ｃ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｃ
、
イ
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ギ
リ
ス
の
「
ロ
ン
ド
ン
国
際
仲
裁
裁
判

所
」（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ａ：

T
h
e
 L

o
n
d
o
n

C
o
u
rt o

f In
tern

atio
n
al A

rb
itra -

tio
n

）、「
イ
ギ
リ
ス
仲
裁
人
協
会
」

（
Ｃ
Ｉ
Ａ：

T
h
e C

h
arteral In

stitu
te

o
f A

rb
itratio

rs
）、
フ
ラ
ン
ス
の
「
国

際
商
業
会
議
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
国
際
仲
裁

裁
判
所
」（In

tern
atio

n
al C

o
u
rt o

f

A
rb

itratio
n
, In

tern
atio

n
al C

h
am

 -

b
er o

f C
o
m

m
erce

）
等
の
海
外
調
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
検
討
の

結
果
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
３

月
31
日
に
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
（
注

21
）。同

報
告
書
に
よ
る
と
、
国
際
仲
裁
の

活
性
化
の
必
要
性
に
関
し
て
は「
今
後
、

ま
す
ま
す
増
大
す
る
と
予
想
さ
れ
る
国

際
仲
裁
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
我
が
国
を
仲
裁
地
と
す

る
国
際
仲
裁
を
活
性
化
す
る
た
め
の
具

体
的
方
策
が
緊
急
に
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
方
策
の
具
体
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
注
22
）

と
し
、活
性
化
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、

以
下
の
点
が
議
論
さ
れ
た
（
注
23
）。

（
ア
）
我
が
国
の
仲
裁
に
対
す
る
理
解
、

信
頼
の
確
保

①
信
頼
さ
れ
る
仲
裁
人
の
確
保

②
仲
裁
人
の
養
成

③
広
報
活
動
等
の
充
実
強
化

（
イ
）
仲
裁
法
制
の
整
備

（
ウ
）
仲
裁
機
関
の
在
り
方

①
既
存
の
仲
裁
機
関
の
取
組
み

②
今
後
の
仲
裁
機
関
の
在
り
方

特
に
（
ウ
）
②
の
今
後
の
仲
裁
機
関

の
在
り
方
に
関
し
て
は
、「
我
が
国
に

お
け
る
国
際
仲
裁
を
活
性
化
す
る
た
め

の
方
策
と
し
て
、
新
た
な
国
際
仲
裁
を

支
援
す
る
た
め
の
国
際
仲
裁
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
、
政
府
等
に
よ
る
資
金
援
助

を
も
っ
て
、通
訳
人
等
の
人
的
態
勢
や
、

仲
裁
法
廷
、
同
時
通
訳
設
備
、
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
等
の
物
的
設
備
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
世

界
に
お
け
る
国
際
商
事
紛
争
解
決
に
資

す
る
こ
と
に
な
る
と
同
時
に
、
我
が
国

の
仲
裁
に
対
す
る
諸
外
国
の
信
頼
を
確

保
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
」（
注
24
）

と
い
う
日
弁
連
出
身
の
委
員
の
意
見
が

有
力
で
あ
っ
た
が
、
予
算
を
伴
う
提
言

は
避
け
た
い
と
い
う
官
庁
出
身
の
委

員
・
幹
事
の
意
見
が
強
く
主
張
さ
れ
、

調
整
の
結
果
、
１
９
９
９
年
（
平
成
11

年
）
３
月
31
日
付
報
告
書
で
は
最
終
的

に
は
以
下
の
提
言
と
な
っ
た
。

「
１
　
連
絡
協
議
会
の
設
置

我
が
国
に
お
け
る
国
際
仲
裁
制
度

を
よ
り
高
次
の
段
階
に
発
展
さ
せ
、

我
が
国
を
世
界
に
お
け
る
国
際
民
商

事
紛
争
解
決
の
拠
点
の
一
つ
と
す
る

た
め
に
、
仲
裁
機
関
の
連
携
・
協
力

の
た
め
の
横
断
的
組
織
、す
な
わ
ち
、

既
存
の
国
際
仲
裁
機
関
に
関
係
機
関

等
を
加
え
た
「
連
絡
協
議
会
」
を
速

や
か
に
設
置
し
、
信
頼
に
足
る
仲
裁

人
の
確
保
及
び
養
成
、
広
報
・
普
及

活
動
等
を
効
率
的
、
効
果
的
か
つ
充

実
し
た
も
の
と
し
、
我
が
国
の
国
際

仲
裁
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
の
確
保

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
上
記
「
連
絡
協
議
会
」
に

お
い
て
既
存
の
仲
裁
機
関
を
人
的
・

物
的
設
備
等
の
面
で
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
「
国
際
仲
裁
セ
ン
タ

ー
」
の
将
来
的
設
立
も
視
野
に
入
れ

た
具
体
的
な
諸
問
題
も
協
議
・
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

２
　
国
際
仲
裁
法
制
の
整
備

我
が
国
に
お
け
る
国
際
仲
裁
制
度

を
活
性
化
す
る
た
め
、
国
際
的
に
も

理
解
し
や
す
い
仲
裁
法
制
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
り
国
際
仲
裁
を
利
用
し

や
す
い
も
の
と
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
早
期
に
国
際
仲
裁
に
関
す
る
法

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。」（
注
25
）

こ
の
国
際
仲
裁
研
究
会
の
提
言
の
１

に
基
づ
き
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）

12
月
に
「
国
際
仲
裁
連
絡
協
議
会
」

（
任
意
団
体
）
が
日
弁
連
、
各
種
仲
裁

機
関
、
関
係
省
庁
の
関
係
者
を
構
成
員

と
し
て
発
足
し
（
注
26
）、
定
期
的
に
協

議
会
を
開
催
し
、
我
が
国
の
仲
裁
制
度

の
発
展
、
仲
裁
人
の
確
保
及
び
養
成
、

広
報
・
普
及
活
動
等
を
効
果
的
か
つ
充

実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
の
方
策
等
が

協
議
さ
れ
た
。

ま
た
前
記
提
言
の
２
に
基
づ
き
２
０

０
３
年
（
平
成
15
年
）
８
月
に
新
仲
裁

法
が
公
布
（
２
０
０
４
年
３
月
施
行
）

さ
れ
た
。
新
仲
裁
法
は
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｌ
（
注
27
）
の
国
際
商
事
仲
裁
に
関

す
る
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
法

（
１
９
８
５
年
）（
注
28
）
に
準
拠
し
て
お

り
、
外
国
当
事
者
に
と
っ
て
も
日
本
の

仲
裁
制
度
を
予
見
す
る
こ
と
が
容
易
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
国
際
化
が
実
現
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
前
記
「
国
際
仲
裁
連
絡
協
議

会
」
は
２
０
０
３
年
３
月
に
発
展
的
に

解
消
さ
れ
、
同
年
10
月
16
日
に
新
た
に

日
本
仲
裁
人
協
会
（
任
意
団
体
）
が
設

立
さ
れ
、
同
協
会
は
２
０
０
５
年
12
月

５
日
に
法
人
化
さ
れ
社
団
法
人
日
本
仲

裁
人
協
会
と
な
り
、
２
０
１
４
年
１
月

16
日
か
ら
は
公
益
社
団
法
人
日
本
仲
裁

人
協
会
（
現
理
事
長
は
川
村
明
弁
護

士
）
と
な
り
（
注
29
）、
前
記
国
際
仲
裁

研
究
会
報
告
書
で
提
言
さ
れ
た
信
頼
さ

れ
る
仲
裁
人
の
確
保
・
養
成
の
た
め
の

研
修
・
検
定
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

し
広
報
活
動
等
の
充
実
強
化
し
、
日
本

に
お
け
る
国
際
仲
裁
の
活
性
化
の
た
め

の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

日
本
仲
裁
人
協
会
内
に
も
２
０
１
５

年
に「
日
本
国
際
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
設
立
検
討
会
議
を
設
置
し
、

そ
の
具
体
的
な
方
策
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
弁
連
法
律
サ
ー
ビ
ス
展

開
本
部
国
際
業
務
推
進
セ
ン
タ
ー
国
際

商
事
・
投
資
仲
裁
Ａ
Ｄ
Ｒ
部
会
に
お
い

て
も
同
旨
の
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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７．
「
日
本
国
際
仲
裁
セ
ン
タ
ー
」

（
仮
称
）
の
構
想

前
記
の
と
お
り
国
際
仲
裁
研
究
会
の

１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
の
報
告
書

に
お
い
て
（
提
言
１
の
末
尾
）、「
既
存

の
仲
裁
機
関
を
人
的
・
物
的
設
備
等
の

面
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

「
国
際
仲
裁
セ
ン
タ
ー
」
の
将
来
的
設

立
も
視
野
に
入
れ
た
具
体
的
な
諸
問
題

も
協
議
・
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と

提
言
さ
れ
て
か
ら
16
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
。
そ
の
間
に
東
南
ア
ジ
ア
の
諸

国
で
は
類
似
の
構
想
が
着
実
に
現
実
化

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

今
後
は
我
が
国
に
お
い
て
も
前
記
提

言
を
実
行
に
移
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
諸

国
の
よ
う
に
、
政
府
、
自
治
体
、
経
済

団
体
等
の
財
政
的
支
援
を
得
て
「
日
本

国
際
仲
裁
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
を
設

立
し
、
日
本
を
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

国
際
紛
争
解
決
の
セ
ン
タ
ー
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

ま
ず
、
前
記
諸
外
国
の
よ
う
な
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
ス
タ

ッ
フ
を
含
む
事
務
局
の
常
置
、
国
際
紛

争
解
決
方
法
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を

行
な
い
、
仲
裁
法
廷
、
仲
裁
人
控
室
、

当
事
者
控
室
、
同
時
通
訳
設
備
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
の
設
備
、
資
料
の

翻
訳
等
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
、
こ

れ
ら
を
、
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ａ
を
含
む
日
本
の
あ

ら
ゆ
る
国
際
Ａ
Ｄ
Ｒ
機
関
が
利
用
可
能

と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
か
ら
世
界
に

対
し
、
日
本
に
お
い
て
国
際
紛
争
を
解

決
し
う
る
人
的
・
物
的
設
備
の
あ
る
こ

と
を
広
報
活
動
に
よ
り
周
知
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
、
日
本
に
お
け
る
国
際
仲
裁

等
の
事
案
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

諸
外
国
の
同
等
の
機
関
と
も
協
力
関
係

を
発
展
さ
せ
る
（
当
事
者
の
国
以
外
の

第
三
仲
裁
地
と
し
て
選
択
さ
れ
る
こ
と

も
可
能
）
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

８．

日
本
の
国
際
紛
争
解
決
法
制

の
改
善
策
（
注
30
）

（
１
）
日
本
の
仲
裁
法
の
改
正

日
本
の
新
仲
裁
法
は
１
９
８
５
年
の

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
に
準
拠
し

て
２
０
０
３
年
に
制
定
さ
れ
、
２
０
０

４
年
３
月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な
い
。
２
０
０

６
年
に
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
法

の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
そ
れ
を
取
り
入

れ
る
た
め
の
議
論
も
現
状
で
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

韓
国
で
は
既
に
２
０
０
６
年
の
Ｕ
Ｎ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
モ
デ
ル
法
の
改
正
を
反

映
し
て
仲
裁
法
を
改
正
し
、
そ
の
後
も

国
際
的
な
ト
レ
ン
ド
を
考
慮
し
て
関
連

法
規
の
改
正
が
度
々
な
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
新
仲
裁
法
は
制
定
当
時
の
ま
ま

で
緊
急
仲
裁
人
、
暫
定
的
保
全
措
置
等

の
制
度
（
注
31
）
の
導
入
や
、
将
来
の

検
討
が
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
者
仲

裁
・
労
働
仲
裁
（
注
32
）、
仲
裁
合
意
の

範
囲
（
13
条
で
離
婚
ま
た
は
離
縁
の
紛

争
が
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ハ
ー
グ

子
の
奪
取
条
約
の
子
の
連
れ
去
り
事
案

等
で
和
解
に
執
行
力
を
付
与
す
る
た
め

に
仲
裁
が
利
用
で
き
な
い
）
等
に
つ
い

て
も
充
分
に
議
論
の
う
え
、
日
本
の
仲

裁
法
改
正
も
視
野
に
入
れ
て
、
関
連
法

規
を
早
急
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
２
）
仲
裁
判
断
取
消
等
の
裁
判

手
続
で
の
送
達

仲
裁
判
断
取
消
等
の
裁
判
手
続
が
判

決
手
続
か
ら
決
定
手
続
と
な
り
、
迅
速

化
さ
れ
る
は
ず
が
、
日
本
の
裁
判
所
の

実
務
と
し
て
海
外
へ
の
正
式
送
達
を
行

う
こ
と
か
ら
、
取
消
申
立
か
ら
審
尋
期

日
ま
で
１
年
近
く
か
か
り
、
し
か
も
膨

大
な
書
類
の
翻
訳
が
必
要
と
な
り
時
間

的
、
費
用
的
に
当
事
者
の
過
大
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
裁
判
実
務
を
変
更
す

る
か
、
ハ
ー
グ
送
達
条
約
の
改
正
が
必

要
な
ら
ば
、
そ
の
提
言
を
行
う
等
何
ら

か
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

（
３
）
日
本
の
裁
判
手
続
は
日
本

語
と
い
う
原
則
の
例
外

日
本
の
裁
判
所
で
は
日
本
語
を
用
い

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
裁
判
所
法
74

条
）。
原
則
は
こ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、

例
外
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え

ば
国
際
的
な
訴
訟
の
場
合
に
当
事
者
の

合
意
が
あ
れ
ば
英
文
で
の
契
約
書
等
の

書
証
は
翻
訳
文
は
省
略
し
て
よ
い
等
の

弾
力
的
な
運
用
が
望
ま
れ
る
。

日
本
の
裁
判
官
も
海
外
留
学
経
験
者

は
多
く
英
語
の
で
き
る
書
記
官
も
少
な

く
な
い
。
国
際
訴
訟
専
門
部
を
設
け
て

一
部
外
国
語
で
（
翻
訳
な
し
で
）
訴
訟

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
時
間
的
に

も
費
用
的
に
も
当
事
者
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
く
な
る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
国

際
的
な
事
案
で
は
日
本
の
裁
判
所
を
極

力
避
け
る
努
力
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
日
本
の
当
事
者
に
と
っ
て
も
望
ま

し
く
な
い
結
果
と
な
る
。

（
４
）
特
色
あ
る
簡
易
仲
裁
制
度

の
創
設

最
近
の
国
際
仲
裁
案
件
で
は
仲
裁
費

用
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
著
名
な
国
際
仲
裁
人
報
酬
の
時
間
単

価
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
事
件

が
複
雑
化
し
時
間
を
要
す
る
た
め
で
あ

る
。し

か
し
、
今
後
は
中
小
企
業
の
海
外

進
出
も
増
え
る
こ
と
か
ら
比
較
的
小
さ

い
仲
裁
事
件
も
増
え
て
く
る
の
で
、

「
早
く
、
安
く
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
増

大
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
日
本

独
特
の
安
く
、
早
く
解
決
で
き
る
簡
易

仲
裁
制
度
を
創
設
し
、
こ
れ
を
世
界
へ

ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
日
本
の
仲
裁
件
数
も

飛
躍
的
に
増
え
る
の
み
な
ら
ず
、
内
外

の
当
事
者
に
と
っ
て
も
喜
ば
れ
る
こ
と

に
な
る
。

海
外
で
も
簡
易
仲
裁
制
度
は
あ
り
、

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ａ
に
も
こ
の
制
度
は
あ
る
が
、

必
ず
し
も
多
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。
利
便
性
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
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（
１
）
対
象
と
な
る
紛
争
の
額
、（
２
）

仲
裁
人
の
数
と
国
籍
、（
３
）
証
拠
方

法
の
制
限
、（
４
）
審
問
期
日
の
数
、

（
５
）
申
立
か
ら
仲
裁
判
断
ま
で
の
期

間
、（
６
）
使
用
言
語
等
を
工
夫
し
て

利
用
し
や
す
い
制
度
と
す
る
必
要
が
あ

る
。

９．

む
す
び

既
述
の
ご
と
く
国
際
経
済
取
引
を
円

滑
に
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
紛
争
解
決

方
法
を
整
備
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
国
際
仲
裁

セ
ン
タ
ー
等
を
整
備
し
、
自
国
を
国
際

紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
に
し
、
そ
れ
に
伴

い
多
数
の
関
係
者
が
自
国
に
出
入
り
す

る
こ
と
の
経
済
効
果
を
得
る
こ
と
も
目

指
し
て
い
る
（
注
33
）。

経
済
大
国
と
い
わ
れ
て
い
る
日
本
は

ハ
ー
ド
の
面
（
物
的
な
箱
物
の
整
備
）

で
も
、
ソ
フ
ト
の
面
（
仲
裁
促
進
法
制
、

優
秀
な
仲
裁
人
・
代
理
人
の
育
成
、
情

報
の
収
集
等
）
で
も
著
し
く
遅
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
２
０
２
０
年
に

は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁

も
必
要
と
な
る
（
注
34
）。
し
か
し
、
我

が
国
の
官
民
あ
げ
て
の
協
力
が
あ
れ
ば

諸
外
国
に
追
い
つ
き
追
い
越
す
こ
と
も

不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
関
係

者
間
の
建
設
的
な
議
論
と
迅
速
な
対
応

が
望
ま
れ
て
い
る
。

注１
　
東
京
都
の
大
田
区
、
墨
田
区
で
も
同
様
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

２
　
２
０
１
５
年
に
、「
世
界
や
ア
ジ
ア
に
お
け
る

仲
裁
の
現
況
を
概
観
し
た
上
で
、
日
本
の
仲
裁

の
世
界
に
お
け
る
現
在
の
地
位
に
つ
い
て
検
討

し
、
我
が
国
に
お
け
る
仲
裁
制
度
の
歴
史
的
発

展
や
、
日
本
仲
裁
の
未
来
の
可
能
性
に
つ
い
て

多
角
的
に
論
じ
る
」
と
い
う
目
的
で
「
仲
裁
法

制
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
の
特
集
号
が
日
本

評
論
社
よ
り
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
企
画
趣
旨
に

関
し
て
は
、
古
田
啓
昌
「
企
画
趣
旨
」
法
律
時

報
８
７
巻
４
号
４
頁
、
ま
た
国
際
仲
裁
の
長
所

に
関
し
て
は
、
小
原
淳
見
、「
国
際
仲
裁
の
国

際
標
準
」、
法
律
時
報
87
巻
４
号
６
頁
、
ア
ジ

ア
諸
国
と
日
本
の
仲
裁
の
比
較
に
関
し
て
は
、

手
塚
裕
之
、
前
田
葉
子
、「
ア
ジ
ア
仲
裁
の
展

開
と
日
本
」、
法
律
時
報
87
巻
４
号
13
頁
、
日

本
社
会
と
仲
裁
に
関
し
て
は
、
早
川
吉
尚
、

「
日
本
に
お
け
る
仲
裁
の
歴
史
的
位
相
」、
法
律

時
報
87
巻
４
号
19
頁
、
建
設
仲
裁
に
関
し
て
は
、

大
本
俊
彦
「
建
設
仲
裁
」
法
律
時
報
87
巻
４
号

37
頁
を
各
参
照
。
ま
た
、
最
近
、
国
際
商
事
仲

裁
の
性
格
と
手
続
き
に
関
し
、
最
新
の
法
理
と

実
務
を
紹
介
す
る
新
著
が
出
版
さ
れ
た
。
谷
口

安
平
、
鈴
木
五
十
三
編
著
、「
国
際
商
事
仲
裁

の
法
と
実
務
」
丸
善
雄
松
堂
（
２
０
１
６
年
）

で
あ
る
。
合
わ
せ
て
参
考
と
さ
れ
た
い
。

３
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
小
原
淳
見
「
国
際
仲

裁
の
新
た
な
潮
流
〜
海
外
の
最
新
動
向
と
日
本

の
課
題
〜
国
際
仲
裁
・
新
た
な
潮
流
｜
待
っ
た

な
し
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
｜
」
自
由
と

正
義
（V

o
l. 6

7
 N

o
. 7

）
２
０
１
６
年
７
月
号

21
頁
〜
に
詳
し
い
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
韓
国
の
詳
細
は
同
論
文
を
参
考

に
さ
れ
た
い
。

４
　
小
原
淳
見
、
前
掲
自
由
と
正
義
23
頁
。

５
　
小
原
淳
見
、
前
掲
書
24
頁
。

６
　
小
原
淳
見
、
前
掲
書
25
頁
。

７
　
小
原
淳
見
、
前
掲
書
24
頁
。

８
　h

ttp
://icad

r.n
ie.in

/

９
　h

ttp
://w

w
w
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eh
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d
u
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m
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m
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m
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b
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0
0
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1
0
5
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12

一
般
社
団
法
人
日
本
商
事
仲
裁
協
会
パ
ン

フ
、JC

A
A

T
h
e

Ja
p
a
n

C
o
m

m
e
rc

ia
l

A
rb

itratio
n

A
sso

ciatio
n

仲
裁
の
ご
案
内
。

13

横
川
浩
、
日
本
商
事
仲
裁
協
会
の
取
り
組
み
、

法
律
時
報
87
巻
４
号
49
頁
。

14

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に

関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
61
年
５
月
23
日
法

律
第
66
号
）。

15

C
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R
. R

agan
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16

こ
の
研
究
会
の
構
成
員
は
座
長
の
小
島
武
司

中
央
大
学
教
授
、
委
員
は
学
者
（
１
）、
国
際

商
事
仲
裁
協
会
（
１
）、
企
業
法
務
部
（
１
）、

外
務
省
（
１
）、
通
産
省
（
１
）、
法
務
省
（
４
）、

弁
護
士
（
３
）、
日
弁
連
（
３
）
の
合
計
１
６

名
で
あ
っ
た
。

17

「
国
際
仲
裁
代
理
研
究
会
報
告
書
」
平
成
７

年
10
月
25
日
、
国
際
仲
裁
代
理
研
究
会
（
日
弁

連
、
法
務
省
共
催
）
13
頁
。

18

外
弁
法
２
条
１
項
11
号
、
５
条
の
３
。

19

外
弁
法
58
条
の
２
。

20

こ
の
研
究
会
の
構
成
員
は
、
座
長
の
川
又
良

也
大
阪
国
際
大
学
教
授
、
委
員
・
幹
事
は
学
者

（
１
）、
民
間
会
社
法
務
部
（
３
）、
国
際
商
事
仲

裁
協
会
（
１
）、
日
本
海
運
集
会
所
（
１
）、
通

産
省
（
１
）、
建
設
省
（
１
）、
運
輸
省
（
１
）、

弁
護
士
（
４
）、
法
務
省
（
７
）、
日
弁
連
（
７
）

の
合
計
28
名
で
あ
っ
た
。

21

「
国
際
仲
裁
研
究
会
報
告
書
」
平
成
11
年
３

月
31
日
、
国
際
仲
裁
研
究
会
（
日
弁
連
、
法
務

省
共
催
）。

22

前
掲
報
告
書
　
８
頁
。

23

前
掲
報
告
書
　
８
頁
〜
10
頁
。

24

前
掲
報
告
書
　
10
頁
。

25

前
掲
報
告
書
　
12
頁
。

26

こ
の
協
議
会
の
構
成
員
は
座
長
は
花
水
征
一

弁
護
士
、
委
員
は
学
者
（
２
）、
国
際
商
事
仲

裁
協
会
（
１
）、
日
本
海
運
集
会
所
（
１
）、
通

産
省
（
３
）、
建
設
省
（
１
）、
弁
理
士
会
（
１
）、

弁
護
士
（
１
）、
法
務
省
（
１
）、
日
弁
連
（
４
）

の
合
計
16
名
で
あ
っ
た
。

27

国
連
国
際
商
取
引
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｌ：

U
n
ited

N
atio

n
s

C
o
m

m
issio

n
o
n

In
tern

atio
n
al

T
rad

e
L
aw

）
は
、
国
際
商
取

引
法
の
調
和
を
図
る
た
め
に
条
約
や
モ
デ
ル

法
、
規
則
、
法
的
指
針
を
発
達
さ
せ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
世
界
の
取
引
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
国
連
の
法
律
機
関
で
あ
る
。

28

そ
の
後
こ
の
モ
デ
ル
法
は
２
０
０
６
年
に
改

正
さ
れ
て
い
る
。

29

川
村
明
、
日
本
仲
裁
人
協
会
の
取
り
組
み
、

法
律
時
報
87
巻
４
号
51
頁
。

30

日
本
仲
裁
人
協
会
内
の
前
記
検
討
会
議
副
座

長
の
手
塚
裕
之
弁
護
士
は
、「
２
０
１
６
年
４

月
６
日
Ｊ
Ａ
Ａ
国
際
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
設
立

検
討
会
議
用
資
料
　
日
本
が
仲
裁
地
と
し
て
不

適
な
場
合
と
是
正
策
」
と
題
す
る
メ
モ
に
よ
り
、

数
々
の
示
唆
に
富
む
改
善
案
を
提
案
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
の
改
善
策
も
そ
れ
と
検
討
会
に
お
け

る
議
論
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

あ
る
。

31

緊
急
仲
裁
人
、
暫
定
的
保
全
措
置
等
に
関
し

て
は
、
小
原
淳
見
、「
暫
定
措
置
（In

terim

M
easu

res

）」
前
掲
書
（
丸
善
雄
松
堂
）
３
１

９
頁
参
照
。

32

仲
裁
法
附
則
３
条
、
４
条
、
な
お
、
消
費
者

仲
裁
、
労
働
仲
裁
に
つ
い
て
は
、
出
井
直
樹

「
消
費
者
仲
裁
・
労
働
仲
裁
」、
法
律
時
報
87
巻

４
号
25
頁
参
照
。

33

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
仲
裁
振
興
策
で
国
際
社

会
に
お
け
る
法
の
支
配
の
主
導
権
争
い
を
す
る

と
と
も
に
、
仲
裁
振
興
そ
の
も
の
の
自
国
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
を
も
重
視
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
小
原
淳
見
、
前
掲
書
（
自
由
と
正
義
）
26

頁
参
照
。

34

ス
ポ
ー
ツ
仲
裁
に
関
し
て
は
、
小
川
和
茂

「
ス
ポ
ー
ツ
仲
裁
」、
法
律
時
報
87
巻
４
号
31
頁

参
照
。
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国際仲裁の世界的動向（１）


